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マグマを供給する全摩擦熱を発生させる深度になく

てはならない．

注目すべきことに（Alberto Incoronato，2016 年

私信），漁師たちが異常な魚類の存在を報告し，そ

れは海底噴気活動の活発化で説明されたが，数日後

にはエトナ火山が大噴火し，カラブリア海岸からも

観測された．

GPS 測地によって，アペンニン山脈とその分水嶺の

東側帯で，主応力の変化が観測された（図 6）．対

照的に，地熱活動や火山活動がみられる西側は，半

島の反時計回りの回転を被らない地帯であるかのよ

うに挙動する．いわゆるカラブリア弧の地震活動を

含むティレニア海火山活動の発達史は，このような

原理によって解釈されるべきである *． 
*注）ティレニア海盆底でドレッジされた火山岩の年代測定は，

Beccaluva et al.（1981）を参照．

図 6は，ヨーロッパの固定基準フレームをもとに描

かれていることに留意されたい．ところが，これら

の数値がアフリカの基準フレームをもとに計算され

ると，シチリアは移動していない．つまり，他のす

べての速度ベクトルは，下向きの点線の矢印を加算

して描きなおされるべきである．これは，厖大な内

因的熱量が北極域で放出されていることを想定し

た他のいくつかの証拠に調和的である（たとえば，

Gregori 2015b を参照）．したがって，北極氷冠の

下ではスーパーウェルの湧昇が現在もつづいている

と考えられる．

図 7のとおり，イタリアはほぼ長方形の板として形

容される．1 つの固定点がエトナ火山近傍にあり，

応力は図 7の右下に適用されます．応力は，この右

下角から作用する．こうして，「ヒンジ」部から反

応ストレスが生じ，現在はエトナ火山近傍に位置し

ている．今後，応力は長方形板に沿って北向きに伝

搬する．

したがって，アマトリス -ノルチャ地震のメカニズ

図６　 GPS 局の水平変

位 速 度（Altamimi et 

al．，2012）．ユーラシア

固定フレーム（オイラー

極 54.23° N，オーム = 

0.257° / Ma（Altamimi 

et al．，2012）上に青色

ベクトルで表示．挿入図

は，ネットワークの日毎

の解を規格化するために

使用された 13 の IGS 局

の位置． " 図とキャプ

ションは Mantovani et 

al．（2015a）による．
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ムは，図 8のように簡単に説明できる．地殻上層が

破断し，2 つの地殻縁が分離する．そのために，堅

い地殻基盤をおおう軟弱な土壌層は，支持基盤を

失って沈降する．

いくつかの活断層が，イタリア半島中央部を並走して

図７　イタリア半島における地震活動の起源

図８　地殻湾曲によって発生する断裂の図解．曲率は深部に向う． 

破裂が側方移動するため，以前はお互いに閉じていた地表の 2つ

の点 Aと Bの間に空間が発生する．こうしてやわらかい被覆土壌

層が沈降する． 

unstresed

aftere stresed

図９（a）分解された東西変位． 

（b）分解された上下変位 . 8 月

24 日から 8 月 31 日までの測

定．図とキャプションは匿名者

（2016n）による．

いる． それらは，INGV の地質・地震研究者によって

詳細に調査されている．この地域で 2016 年 8 月以降

つづいている地震危機の原因は，この断層群の変位に

ある．図 8，図 9，図 10，図 11 および図 12 は，差動レー

ダー干渉計を用いて衛星観測された結果である． 
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図10　2016年8月2日のイタリア中部地震による地表変位．Copernicus Sentinel data (2016)/ESA/CNR-IREAにしたがって補正．

図は匿名者（2016n）による． 

図 11　差動レーダーで得られた地震時変形（衛星視線の方向に沿う）．8 月 24 日および 2016 年 11 月 2 日に測定された ALOS-2 記

録に基づく干渉法上の軌道を描く．図とキャプションは Lanari et al．（2016）による．

2012 年 5 月 20 日（M=6.1）および 2012 年 5 月 29

日（M=5.8）に発生したエミリア地震（「論文 I」

図 5 参照）は，前述した M ≥ 3 の地震では 02016

年 11 月 30 日 の 地 震（05:52:55,Mw=3.5， 深 さ

26km），2016 年 12 月 9 日 の 地 震（07:21:50.17，

ML=4.0，深さ 7.6km），2017 年 1 月 13 日（07:15:46，

ML=3.0， 深 さ 5.3 km） お よ び 2017 年 2 月 9 日

（08:14:08，ML=3.6，震源域 11.3km）と同様に，まっ

たく異なる発震メカニズムをもっている．それら

は，イタリア半島南部が反時計回りに回転するため
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図 12　ALOS-2 イ ン

ターフェログラム． 

楕円は，地面が衛星

から遠ざかった場所

を示す．視線方位は

鉛直から東へ 34°

傾いている． 2 つ

の直線は図 13 の断

面線．図とキャプ

ションは Lanari et 

al.（2016）による．

図 13　Visso 地 震 と

Norcia 地 震 に よ る

地表変動値．断面線

は図 12. 図とキャプ

シ ョ ン は Lanari et 

al.（2016）による．

にポー川河谷の断裂に沿って押し込まれるために発

生したものである．「論文Ⅲ」補遺の表 S1 および図

S1 に示されたすべての地震を参照されたい．

要約すると，イタリア半島に配置された２，３の AE

観測点は地震活動への理解を深め，深部断裂による

破断がくりかえし論議されたた（考察の詳細は「論

文 I」を参照）．

結　論

中央イタリアでの 2016 〜 2017 年の地震危機は，地

球力学モデルの検証に役だつ自然界の実験であっ

た．最終目標は，地震リスクを管理し緩和すること

である．「論文 I」に示される AE 記録は，大災害の

発生前，すなわち，地殻表層の不可逆的進化の前に

発生する前例のない自然システムの挙動を詳細に観

測するためのとても有効な診断ツールである．

「論文 I」は，４段階アプローチの観点にもとづけば，

地震災害を効果的に管理できることを示している．

本論文は，合意科学に頼理，実証を欠いた「一般に

合意された」パラダイムは，その性格上，新しい着

想や感覚的基本懸念にもとづく批判を拒絶し，利用

可能な観測証拠に依拠した正確な地球力学的解釈の

必要性を排除する．解釈は，むしろ，直截的で具体

的な物理的考察によって初めて可能になる．

本稿の結果として得られたシナリオと解釈は，イタ

リア半島の地震災害を軽減し管理するのに適した現

実的運用システムを提供する．
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付随する「論文Ⅲ」は，見かけ上の震源移動現象と，

この独特の造構現象に関与する震源体積の見積もり

に役だつ．
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要旨：イタリア中央の地震系列は 2016 年 8 月に始まった - それはさらに 2017 年 2 月に続いていて - 本当の地震災害とその

管理を学際的に見通した焦点のパイロット - スタディーのような研究． その明瞭な特徴は， 地震発生後の現象の調査やボトム

アップ - アプローチによってなされ， 既知の現象のサブセット若しくはそれらのすべてかを考慮する地質家か地震家が典型 -

それはあらゆる地震の予知に利用可能． 統計家は地震家と一緒に， 複雑なアルゴリズムをベースとした外見的に厳密で用心

深いアプローチを適用． それらの厳密なアプローチは確かに表示的で災害管理に有用， 厳密性を欠いた統計解析と同程度

に信用できない． 事実， その境界は暗黙的に妥当な推論と論理的な厳密性の間の領域が常に明確ではないのと同様．

一連の最初の論文 （論文 I） は地殻応力伝播のリアルタイム観測で， 新しくかつ物理学的により確度の硬い観測情報の提供

を目的としたもの． それは地殻応力伝播と最終的な地震の生起の前の進化を音響的な放出 (AE) 観測に依拠した． それは，
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地震動の最終的な生起の前の地殻の領域の初期的な診断に焦点を当てたもの． そのアプローチは地震家の観点からの （トッ

プダウン）， 例えば基礎物理学の既知の法則を適用して物理システムとその最終的な激変の進化を暗示するといった．

2 度目の論文 （論文 II） は， 正しいトップダウンに焦点を当てたもので， ジオダイナミックな解釈を厳密なアプローチで． 現在

の標準的なジオダイナミクスのアプローチがいかなる真実の物理学的な討論に不適応かを， またその方法がどんなものかを表

示することを目的としている． 事実， 幾分か多かれ少なかれ直観的な地質家のボトムアップ - アプローチを当てにしている．

この論文 （論文 II） は完結のシリーズで． 実験的 （経験主義的） な証拠に焦点を当て概して地震 （最終的には火山） の移

動として示されている． 2 つの見解が識別されているのか． シングルケースヒストリーの解析が一つのアプローチ． これは物理

学的に正しく， すべてに生起しうるものの比較が違ったケースヒストリーに． 他にはシングルケースヒストリーが非統計的な推論

を考慮にいれられ，それに対し自信の限界のない或いはエラーバー等，これはあらゆる統計家 （かあらゆる経験家） の 「夢」．

また別の観点からは， 選択的なアプローチ， - これは形式的な統計学上の手法を用いた地震カタログを形式上適用すること -

実際は物理学的に多様な - 多分同質のデータベースが管理上不利であること， それ故に， あらゆる形式的な統計の結果は

自然の現実の物理学的な対応の存在しない， 災害が数学的な演習にすぎない．   

　この警鐘とすべての論理的制約にもかかわらず， この 3 つの論文は　惑星の激発の地域的な反応が地震としてどのように現

れるのか，どこかで結果的に地震動を示す，とはいえ一般的にはそれが地震がないことと関係することさえできる．単純ではなく，

大雑把でもなく， 魔術でもない予測が見つけ出されるであろう．

彼の親の健康の面倒を見ることを望むあらゆる良心的な医者に類似して， 地震災害は自然系のいくつかの相応しい客観的な

観測を適用することによってのみ管理可能となる． 論文 I では 4- レベルアプローチによる最適化が可能な取り組みとして示さ

れ ： (i) レベル 1 は衛星観測からほとんどの長所が得られ ； (ii) レベル 2 と 3 では， （レベル 2 で） 惑星規模か， （レベル 3 で）

それとも既知の活断層に沿った一時的な配列を用いて AE （Acoustic Emission） 音響放出記録に依拠したデータを収集 ； (iii)

レベル 4 の焦点は - 希望的に詳細に記すと - その時間と場所で与えられた， 2 つの時間間隔が地震が起こり得る時間． 最終

的に，

　「論文 II」 はいかに正しいかを示す，先入観に捕われない物理学的に信用できる，単一ケースヒストリーの明白な移動現象，

それはこの論文 III によって議論されていることは - 音響放出記録の正しい解釈を基礎とし， それ故にここに与えられた場所で

の地震災害のマネジメントにとって． いかなる場合でも， それは基礎的に - そしてしばしばその場凌ぎで恣意的な解釈 「一般

的に賛同された」 現存する先入観のような不幸なパラダイムを一掃する．

キーワード ： seismic catastrophes, acoustic emission, seismic transmigration, 4 level approach, geodynamics of Italy and of 

the Tyrrhenian Sea, physical analysis of single case histories, statistical investigation of seismic catalogues

（2017 年 2 月 27 日受付，2017 年 3 月 12 日受理）

新しい惑星学と地質学 ： テクトニックの独自性と地球の海洋と月の盆地の主要な違い
New planetology and geology: tectonic identity and principal difference of 

terrestrial oceans and lunar basins

Gennady G. Kochemasov
Institute of ore deposits, petrography, mineralogy and geochemistry of the Russian Academy of Sciences 

35 Staromonetny, 119017 Moscow. kochem.36@mail.ru 

（ 岩本 広志  [ 訳 ] ）  

要旨：「軌道は構造を作る」 - 惑星学の新しい波の主要なポイントはケプラー派の楕円惑星軌道を一つの重要な諸元に基礎

を置いている． 楕円率は加速度の周期的変化を暗示し， このように， 軌道力が宇宙体を構造化していく． 地球と月の同じ太

陽周辺軌道を分かち合い， 類似した主要構造形態をなしている． それらの間では地球海洋と月の盆地が存在する． 最も明確

なことは 2 つの構造上の三つ組みで， 地球の太平洋 - マレー諸島 - インド洋， 月のプロセラルム盆地 - 東の海 - 南極エイト

ケン盆地 （図 1-3）． 両者の構造で惑星沈降部は玄武岩によって覆われているも， 玄武岩噴出物の年代が著しく異なる ： 月

では始生代， 地球は中生代 - 新生代． これらの時代は内部構造とも良く対比されている． より塊状で反応の鈍い地球が暖め

られかなり後にマントルを溶融 （内部のニュートン則）． 移動エネルギーは熱エネルギーに変換．

キーワード ： 新しい惑星学， 新しい地質学， 地球の海洋， 月の盆地， 惑星波， 玄武岩組成

（2017 年 2 月 13 日受付，2017 年 3 月 12 日受理）
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2016 年 8 月 24 日と 2017 年 1 月 18 日に起こったイタリア地震 M5+ に関連する
電磁気 self-elf シグナル

SELF-ELF Electromagnetic signals correlated to M5+ Italian Earthquakes 
occurred on August 24, 2016 and January 18, 2017

Gabriele Cataldi1, Daniele Cataldi2, Riccardo Rossi3 and Valentino Straser4

1 Radio Emissions Project, Rome (I). ltpaobserverproject@gmail.com
2 Radio Emissions Project, Rome (I). daniele77c@gmail.com
3 Friuli Experimental Seismic Network (FESN), Udine (I). posta.fesn@gmail.com
4 Department of Science and Environment UPKL Brussels (B). valentino.straser@gmail.com

（ 岩本 広志  [ 訳 ] ）  

要旨：この研究の著者たちは観測された自然ラジオ放出と超超低周波バンド （SELF ： 3Hz>f>0Hz） ； と超低周波 （ELF: 

3Hz ≤ f ≤ 30Hz） ； との間， さらにイタリア中央で 2016 年 8 月 24 日と 2017 年 1 月 18 日に起こった中 ~ 大強度の間， 1) 

M6.2 2016 年 8 月 24 日 , 協定世界時 (UTC) 01:36:32 ノルチャ ( ペルージャ県 ) 近傍で発生 ; 2) M5.6 2016 年 8 月 24 日 , 

02:33:29( UTC) ノルチャ ( ペルージャ県 ) 近傍で発生 ; 3) M5.3 2017 年 1 月 18 日 , 09:25:41 (UTC) アマトリーチャ （リエー

ティ県） 近傍で発生 ; 4) M5.7 2017 年 1 月 18 日 10:14:11 (UTC ) アマトリーチャ （リエーティ県） 近傍で発生 ; 5) M5.6 2017

年 1 月 18 日 10:25:25(UTC) アマトリーチャ （リエーティ県） 近傍で発生 ; 6)M5.2 2017 年 1 月 18 日 13:33:37( UTC ) モンテ

レアーレ （ラクイラ県） 近傍で発生． との関係の可能性の存在の検証を望んでいる． この研究の結果は 2016 年 8 月 24 日と

2017 年 1 月 18 日にイタリア中央部で起こった 6 回の地震が超超低周波バンドと超低周波バンドのラジオ放出が， まして人間

活動ではなく， 通常の地磁気と太陽活動との変動と関係なく数日前から出現したことを示した． そのかわり， それは地震の前

触れを選ぶポテンシャルと考慮され得る検出信号であると考察される．

キーワード ： 中央イタリア地震， SELF-ELF ラジオ異常， 超低周波ラジオ異常， 地震電磁気前兆 (SEPs)， 地震前兆

（2017 年 2 月 19 日受付，2017 年 3 月 13 日受理）

恒星変圧器としての地球の進化
Evolution of Earth as a stellar transformer

The Institute for Advanced Studies in Climate Change (IASCC)

Bruce Leybourne1, James “Mick” Davis2,
Giovanni P. Gregori3, John M. Quinn4 and N. Christian Smoot5

1 Principal Investigator, IASCC, 2 Director, IASCC, 3, 4 and 5 Senior Fellows, IASCC
Corresponding author: Bruce Leybourne, leybourneb@iascc.org

（  矢野 孝雄  [ 訳 ] ）  

要旨：2015 年に発表された 「恒星変圧器」 という画期的見解は， John Quinn の地球磁極 z ピンチ異常の磁気モデリングが

極デルタ -Y 電気回路構成と一致するときに認められたものである． 極地回路の幾何学的形状は， 地球の北〜南方向の構造

的高まり系と釣り合っていて， 地球の温度異常を示すグローバルマントル重力異常として表現されている．

　電気的加熱回路は， 理論的なリング ・ ツー ・ リング ・ ステップ ・ ダウン ・ エネルギー変換回路に相関する． エネルギーは，

電離層の極プラズマリングを通じて伝達され， 南極を取り囲む中央海嶺系を通って， 地球の内核と外核がつくる同心球殻構

造まで誘導される．

　磁場に蓄えられるこのエネルギーは， 光嵐期間における充電によって強くなり， 地震や火山活動を駆動する放電による磁場

が弱くなるにつれて消散する． これらの充電段階と放電段階の相互作用は， 地球気候の大きな調節要因となっている． この

構造的 " 恒星変圧器 " 概念にかかわるデータの集積と理論的進化が求められている．

キーワード ： 恒星変圧器， 誘導， 磁気モデリング， デルタ Y 電気回路， プラズマリング， 宇宙天気， 恒星気候

（2017 年 3 月 18 日受付，2017 年 3 月 23 日受理）

YouTube のビデオ ： 「恒星星変圧器としての地球 ： 気候変動の解明」 （http://www.iascc.org/the-science） を参照．
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まえがき

この論文は，地球気象メカニズムと地震のような大

規模な自然災害との間のリンクを示す新しい概念を

提示する．エルニーニョ現象と地震活動に関する研

究論文が

Daniel Walker（1988,1995，および 1999）によっ

て発表された．それは，気候変動に関する先進的研

究機関（IASCC）が未知の気候リンクを研究し発見

するための最初の刺激になった．かつては重力遠隔

伝搬（Leybourne，1996 および 1997）として理解さ

れた概念が，テクトニクスと大気の圧力振動との間

の積極的なメカニズムまたはリンクとして提案さ

れ，エルニーニョ南方振動（ENSO）をもたらして

いる．長年の研究の末，2014 年に気候変動研究機

関（Institute for Climate Change）は「地球を星

変圧器として（EAST）」コンセプト（Leybourne and 

Davis，2014）を認めた．

これまでの 20 世紀の理論的科学によると，ゆっく

り移動するプレートの衝突によって地震が発生する

という．地震と気候変動の関係を解明するには，ど

うすればよいか？ IASCC の結論によれば，太陽エ

ネルギーを駆動する電磁気活動および関連する宇宙

天気は，地震と自然発生する気候変動要因との関係

を制御しているようである（Leybourne and Smoot，

2005）．バークランドの電流（図 1）は，漏洩コン

デンサー（Gregori，2002 および 2006）のような地

球のコアを時々 " 過充電 " して，地球のコアが放

電するときに地震の発生を活発化させる．これは，

軌道物理学に関連する電磁流体力学，および磁気減

衰サイクル（Quinn，2010; Davis，2014）に結びつ

いた内部コアジャーク（Dziewonski，1984，Quinn 

and Leybourne，2010）と関連している可能性がある．

歴史的地質学，考古学，天文学，および神話に表現

図 1　内側太陽系（6AU よりも内側領域）の歪んだヘリオスフェ

アーまたはバークランド電流シート．ヘリコスフェラル磁場は，

この面によって，逆方向の磁力線をもつ２つの領域に分割される．

太陽活動の極小と極大の中間の時期に，４象限構造が現れる．

されているように，古代人はすでこの知識を明らか

にしているかもしれないし，もっと高度に進化した

知的生活様式によって理解されているかもしれな

い．おそらく，これらの謎はいずれ解決されるであ

ろうが，この科学の現在までにどのように進化した

のだろうか？　私たちは最近，知的概念として「恒

星変圧器としての地球」への取り組みをどのように

展開してきたのであろうか？

科学的画期

2015 年に，地球の極磁気異常（z ピンチ，Peratt，

1992 と見なされる）の John Quinn の磁気モデリン

グ（Quinn，1997 および 2010）が極デルタ -Y 電気

回路構成に一致したとき，恒星変圧器概念の突破口

が認識された．図 2a および 2b）．これらの回路形

状は，地球の温度異常（図 4）を示す地球の構造的

なマントル重力観測結果（図 3）に一致する．

これらの電気回路関係は，極性プラズマリングから

観測される理論的トランスリング - リングステッ

プダウンエネルギー回路を確認すると思われる（図

5）．南極を取り囲む海洋中央海嶺（図 6）は，地球

の内核と外核がかたちづくるより深部の同心球殻構

成につながっている．極のオーロラは内外核の相対

位置関係を反映しているように見えるが，オーロラ

信号のエネルギー内の強いオーロラ輝点（図 5の黄

色とオレンジ）は地球回路間を移動する．これらの

関係やこの特定の科学的仮説は未だ「科学当局」に

よって確認されていないが，これらの地球物理学的

データセット間の相互関係は，知識の豊かな，また

は合理的な人が独自の結論を導くことができるほど

良質な品質をもつ．

理論的構成

これらの洞察をよりよく理解するためには，ジョ

ヴァンニ・グレゴリの「Sea Urchin」モデル（図 8）

のように，Quinn が，彼の著書『銀河 - 太陽 - 地球

の関係』にすばらしく記述した磁気モデリング（図

7，Quinn，1997）をふりかえる必要がある．それに

は，磁場および地球の内因性エネルギーの起源が含

まれ，火山活動，地球力学および気候制御，および星，

惑星，衛星および他の惑星の対象に関する関心のあ

る関連項目へも影響している（Gregori，2002）．図

7 に示すように，Quinn の逆高調波磁気モデリング

技術は，地質的ホットスポット，構造的三重点接合

部および気候振動などに異常をもたらす．グレゴリ

の内生的な " ウニ "エネルギーモデルは， Quinn の

磁気モデリングデータの理解を支援するためのフ

レームワークを提供します．グレゴリオには，彼の

著作の中で，地震，火山，環境，天文観測などに

関連して概説された多数の観測事実を含んでいる

（Gregori，2002 および 2006）．これらの関係を探求
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図 2b．南極オーロラ，オースト

リアの Y 回路，観測された海嶺リ

ングの特徴 . 黄色破線は，グレゴ

リ理論のジュールアンテナの表

面形状とみなされる．オーロラ

Australis は高度約 350km の電離

層内で発生し，南極とオーストラ

リア - 南極不連続に近接する．南

アメリカの先端周辺の輝点は，こ

の画像が撮影された時点で最も可

能性の高い恒星ストリーム誘導セ

ン タ ー（Leybourne，Davis） で

あり，惑星間磁場（Implanetary 

Magnetic Field：IMF）が充電点

と考えられる．John Quinn による

磁気モデリング Joule Antennae

に沿ったリソスフェア磁気源の深

さの構造を示す．

図 2a．二重層を共回転させるデル

タ回路パターンを北極から観測す

ると，16 進法類似の恒星パターン

がみられる．内部デルタ回路は磁

気異常を結びつける． デルタ・

サーキット（赤い円）は，太平洋

十年周期を電気的に変調する 3 つ

のテクトニクスの特徴に関係す

る . 地球温暖化を制御する 30 〜

35 年の振動とアイスランドの低気

圧，アイスランドとアゾレス諸島

との間の北大西洋振動（NAO）は，

ヨーロッパの気候パターンを制御

する．デルタリターンサーキット

（緑円）は，ハドソン湾，カスピ

海北端をつないでいて，ハワイ -

カムチャッカを通路としている．

図 3. GRACE 衛 星 ミ ッ シ ョ ン

デ ー タ か ら の マ ン ト ル 重 力

は，Catatumbo, Tampa Bay and 

African Rift/Congo に至る全地球

的低質量異常マントル回路の大陸

接続を示す． EPR インラインお

よび SEIR 全地球重力異常として，

古典的な崩壊した渦構造がみられ

る（IASCC の YouTube Electric 宇

宙 2016 年のビデオ " 地球の内因

性エネルギーの幾何学：地球物

理学的証拠 "）．図 5［観測重力

（EIGEN-GRACE01S）から差引き計

算したマントル重力異常 [mGal]

地形（海底地形）と地殻変動を含

む Moho 境界までの地殻の重力効

果］を参照．

するために，電磁的構造関係が探究される前のより

早期に総合化された．このような初期段階がなけれ

ば，この種の画期的な発見は生まれなかっただろう．

Quinn の残留磁気効果は，全地磁気テンソル強度と

全地磁気ベクトル強度の比として与えられる．図 7

は John Quinn によって作成され，1997 年に地磁気

研究者に流布した．図 7 は，Hamed and Dyment の

MAGSAT 衛星モデルから，nm = 30 と nm の球面調和

次数 = 60 として求められた．この地磁気比のパラ

メータについては，Quinn and Shiel（1993a）によ

り詳細に記述されている．グローバルな球面調和モ

デルでえられたプリズムを用いた磁気源深度逆転の

組み合わせの例は Quinn（2017）に示される（Quinn 

and Shiel, 1993b）．

図 7 左下の凡例に示される地磁気場モデルは，

Arkani-Hamed and Richard Dyment（1996） の
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図 4. 海嶺に沿う誘導加熱は，太

陽自転由来の３相交流電源（40

日間）から発生する．この効果は，

惑星間磁場（IMF）が正の期間に

南東インド海嶺（SEIR）を加熱

し，IMF が負に転じると東太平洋

海膨に移動する．オーストラリア

南極不連続（AAD）への回帰回路

は，西太平洋縁に沿っニュージー

ランド経由でつながっている . 

東太平洋海膨への復帰回路は，大

西洋中央海嶺に沿っている．二次

的直流への整流は Y 回路で行わ

れ，コアを充電する．この誘導充

電は，電離圏誘引刺激，落雷，暴

風雨，あるいは放電，そして，潮

汐駆動されるバッテリーのような

作用として火山活動をもたらす． 

Pollack et al．（1993）を編図．

	
図 5　極地のオーロラは，地球の

コアに関係する．極オーロラはプ

ラズマリング電流が崩壊した渦形

状を示す．オーロラは内核と外核

を反映し，内核由来のオーロラは

昼間の半球にひき寄せられる．崩

壊した渦信号（活動的オーロラ）

は両極点から真夜中の帯域へ移動

する．これは，単純に太陽風の影

響，この兆候に関わる内核の影響，

もしくは両者の影響による可能性

がある．地球が自転するにつれて，

内部は太陽に向かってひき寄せら

れ，オーロラ中の恒星電流がマン

トル中の回路と相互作用する．

図 6　断裂帯や山脈などの構造的特徴を含む南極海域の極座標

的立体投影．黒線で表示した尾根は，南極をとりかこんでいる

（Smoot、2015）．

MAGSAT 衛星データから作成され，度および次数 90

地磁気モデルであった． 20 世紀の最初の 10 年の

間に，CHAMP 衛星データから度および規模 720（Maus 

et al．，2008）までの，より高分解能の球面調和地

球磁場モデルがえられた．最新の地球磁気圏地磁気

球面調和場モデルは，SWARM 衛星セットから得られ

た（Olsen et al．，2015）．

初期の理論的構成

Daniel Walker による太平洋海盆で 6 ヶ月前に発

生した先駆的地震とエルニーニョ現象の間に明ら

かになったリンクを説明することができなかった

のは，プレート・テクトニクス理論の背後にある

科学的ジレンマを考  慮することによって起きた．

この謎を解くために，この科学的ジレンマを調査

するための有用な枠組みが検討された． "Surge 

Tectonics"（Meyerhoff，1992 and 1996）の概念は，

地殻のエネルギー放出と気候のダイナミックスの間

の興味深い関係を明らかにしている（Leybourne，

1998a，1999, 2001 および 2002）．

El Nino 南方振動（ENSO - Leybourne and Adams，

1999, 2001）のような主要な気候変動指数の大気圧

中心は巨大な惑星造構渦構造に直接的に重なり，磁

気・重力的にも重大な兆候をもつことが観測された．

「Surge Tectonics」（Meyerhoff，1992，1996） は，

渦柱状の「造構性マントル構造」に交差する流れに

よって，プレートの三重接合構造を説明する．プレー
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ト境界を横切って，その下を横断する「サージチャ

ネル」は，大気の高気圧および低気圧セルを制御し

ているジェット気流と同様に，下向きおよび上向き

のスピニング螺旋状（Smoot and Leybourne，1997 お

よび2001）に流動する．グレゴリの「ウニ状スパイク」，

Quinn の「磁気異常」には，太陽と地球の変圧器に関

連する誘導場エネルギーが含まれる．これらは，か

つて重力遠隔接続として導入された電離圏の外乱お

よび関連する大気圧振動を引き起こす電磁吸引力ま

たは反発力に寄与する（Leybourne, 1996, 1997）．

重力遠隔接続の最初の概念は，増加した地震から

放出された熱エネルギーが，気候変動を引き起こ

す大気振動の駆動原因として，構造変化渦構造内

に集中した密度変化を引き起こすことを示唆した

（Leybourne，1998）．熱対流の概念に対する効果つ

いては当時も反論があった．従来の科学的思考にも

とづいて，「地質学的プロセス」は非常に長い期間

にわたって継続し，短期的な気候変動要因や気象パ

ターンに影響を与える能力を有していないと主張さ

図７　地球の内因性エネルギー理

論の枠組みとしての Quinn の残留

磁気図は，Gregori の " ウニの

棘 " のヒントになったと考えら

れる．その一部には 隕石衝突の

結果も含まれている．白正方形

は，米国東南部の古代地形が三畳

紀リフト形成に関わっている可能

性が高い領域を示す（太陽 -地球

環境研究所［STERI］の John M. 

Quinn 氏のご好意による）．

図 ８　 地 球 内 部 の ウ ニ の

棘 ...2002 年に提案されたアンテ

ナモデル図（Giovanni Gregori

の著書 " 銀河 - 地球 - 地球の関

係：地球の磁場と内因性エネル

ギーの起源 " から引用）．コアと

地面を電気的に接続するアンテナ

またはスパインに沿った誘導プロ

セスから生じる電位ジュールスパ

イクの概念を紹介する．Gregori

は「ウニ」に似たモデルを用いて，

電気「ジュール」エネルギーの伝

播を説明する .「ウニ」は地球の

内核と世界中のホットスポットに類似する．それは，ジュールエネルギー終了時にトースターまたはオーブンレンジのような熱を生じる「電

気エネルギー」，すなわち，"短絡回路 "を意味する．誘導メカニズムは内部過程の鍵である．Davis はこのプロセスを電気天気パターンま

たは "Tesla Climate" と呼び，電気誘導および放電回路が存在することをを意味した．地球の大気および地殻変動には，実質的かつ変圧

的エネルギーが影響する．

れていた．当時，マントルプルームとハドレー循環

が地形的尾根の下流側で発生する循環的対流作用の

ような単純化されたプレート構造論を用いた異論

は，マントルがプレート運動を駆動することによっ

て出現したものである．

太陽エネルギーが磁極を介して取り込まれ，地球コ

アから電気的に伝達される誘導エネルギーを考慮す

ると，地球上の大規模な嵐を駆動する地球電気機関

が解明され，ゆっくりとした「地質学的プロセス」

概念は容易に消失する．逆に，台風や地震のような

大規模な自然災害に影響を与える太陽エネルギーの

影響モデルに組み込まれた太陽活動，宇宙天気，地

球の静電容量を結びつける恒星変圧器の電気的駆動

という考え方の可能性はより高くなる．

気候変動のつながり

地球が自らの内部の磁気ダイナモとテクトニクスに

影響を及ぼす太陽光誘起電磁力は，地球の気候変動
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図 10　太陽磁気による直接的な気

候変調の科学的根拠．地磁気モーメ

ント変化の主な傾向（IAGA，2000

年に Quinn がモデル化した気候学的

インプット：Leybourne and Orr に

よる）は，長期的な温暖化 /寒冷化

傾向と相関性をもつ．1920 〜 1940

年の温暖化，1950-1960 年代の寒冷

化，1970年代の第2の温暖化傾向は，

太平洋の十年振動（PDO）を反映する．

変曲点は強力なエルニーニョ現象あ

るいはその前兆を示し，地表磁気パ

ルスおよび内核ジャーク(変動)は，

1971 年の太平洋温暖化イベントを

証拠づける．

図 ９　Bruce Leybourne

によって視覚化された

サージ理論 (NAVOCEANO-

MSRC Viz Lab)

の支配的要因である可能性が高い．これは，Joseph 

Larmor, Thomas Cowling and Subrahmanyan，

Chandrasekhar and Eugene Parker などの初期の星

のダイナモの先駆者たちによって，太陽風にはじま

る「宇宙天気」の研究を導いてきた「宇宙磁気圏流

体力学」などの宇宙エネルギー概念をうみだした．

近年，定常 Sweet-Parker モデルからプラズマ物理学

者 N.F. によって提供される予測不可能な確率的なプ

ラズモイド鎖への急速な変換を経て，太陽から地球

への磁気再結合が，プラズマ物理研究者の Loureiro 

and D.A. Uzdensky によって解明されつつある．

Leybourne and Davis は，太陽風と太陽の重力 /磁

場の変化に関連して，コアからのエピソード放電（付

随する磁場変化）が地球の気候に大きく影響すると

考えている．これらのエピソード放電は，ホットス

ポット /リフト，特定の海嶺，トレンチおよび他の

場所でジュール加熱（Giovanni，2001）および上部

マントルにおける他の現象を生じさせる．これによ

り，エピソード的な地震活動がもたらされ，短期的

な気候パターンに影響を及ぼすような重要な熱水蒸

気が放出される．より具体的には，これらのイベン

トは，海洋および大気循環パターン，温度，大気圧

振動などに変化をもたらす．

地球磁気モーメント減衰曲線（図 10，Quinn）は，

磁気モーメント減衰の速度変化と海洋温暖化の変

化，特にエルニーニョと太平洋 10 年振動（PDO）と

の間の相関関係を示している．これらの相関関係は，

過去 1世紀のすべての主要なエルニーニョを捉えて

いるようにみえる．太陽磁気に関連する磁気双極子

モーメント％減衰トレンド（図 10，Quinn）の傾き

は，エルニーニョ / ラニーニャ十年連動，南極振

動（ENSO）サイクル，およびより長い百年周期に関

連する気候パワーおよび運動量に関連するグローバ

ルなスイッチング成分，太平洋 10 年振動（PDO，図

10）などの 20-30 年の地球温暖化 /冷却傾向，など

をもたらす．

一般的な気候変動

CO2 は駆動要素や遅れ指標としてはとりあげられて

いないが，気候研究者はこの問題を避けることはで

きない．化石燃料採掘，エネルギー探査，水掘削，

熱水噴出，火山噴火は，二酸化炭素とメタンを排出

することがよく知られている．これらのガス放出は，

地球の物理 /化学的ジュール加熱エネルギー放出機

構の変換にかかわっている．伝統的に CO2 と CH4 の

レベルは，氷床コアデータと現代の記録（Quinn，

2010）に従って，地球温暖化の進化指標と考えられ



国際オンラインジャーナル　グローバルテクトニクスの新概念［日本語版］　　Vol.5,   No. 1

46

ている．Milankovitch サイクル（セルビアの地球

物理学者および天文学者 Mutin Milankovic，1920

年代）は，氷および堆積物のコアデータ（Leybourne，

1998c）に見られるような長期気候サイクルの主な

推進要因として，偏心，軸傾斜および歳差運動といっ

た軌道物理学に関係する．CO2 や CH4 がどのように

気候変動を引き起こすのかを理解することは困難で

ある．気候変動が，気候データに記録されている地

球温暖化エピソードに遅れている場合もある．それ

にもかかわらず，私たちは，人類が気候変動に与え

る影響の原因や指標として，CO2 をとりあげたり，

指摘する意図をもたない．

IASCC ミッション

気候変動に関する IASCC の先進的研究機関としての

私たちの使命は，より大きな科学研究コミュニティ

の協力による気候変動の深い理解を向上させること

にある．気候変動に関する知識ベースを拡大し，短

距離・長距離宇宙天気，通信，地球天気，地震・気

候モデリング，マッピング，予測システムなどの国

際的な理解を深めていくために，複数の学際的な研

究を奨励したい．

恒星変圧器（EAST）としての地球概念は，地球の大

規模な駆動要因に影響を及ぼし，リスク予測や高エ

ネルギー災害予測の効果をもたらす電気的影響の多

くの可能性の 1つであると考えられる．

連携研究

関連する IASCC のグループの 1つは，疑わしいオブ

ザーバー（SO）である．彼らは，他の情報やこれ

らの現象の例を示す歴史的観測とともに，毎日の

YouTube ウェブキャストを実施している．協力して

楽しむもう１つの独立した研究グループは，電気宇

宙（EU）- Thunderbolts Project（Thornhill and 

Talbott，2007）である．彼らは，それらの関連性

をプラズマ場との相互作用として広範囲に説明し

（Peratt，1991），太陽活動とより広い環境との相互

関係についても議論している．

国際震災と火山予知センター（IEVPC）は，太陽活

動などの方法にもとづいて，自然災害イベントのい

くつかを成功裡に予測し，継続的な調査を実施して

います．グローバルテクトニクスの新概念（NCGT）

グループは，20 年以上にわたりこの分野の研究を

支援し，研究テーマが論争的性質をもつために，こ

れまでの科学的「ピアレビュー」を通過する可能性

のない多くの関連記事を発表している．国家哲学連

盟（NPA），個々の研究者，他の研究機関，国際機関，

政府機関など，ここに挙げることができない多くの

サイトにもこの研究分野に関連する有益な知識が掲

載されている．

自立した協調

IASCC は，気候変動高度化研究所（Institute of 

Climate Change）のミッションの一環として，興味

にもとづいた協調の実現につねに関心をもっていま

す．あなたが会話に参加し，あなたの具体的な考え

や研究内容を討論しすることを希望される場合は，

当研究所ウェブサイト www.iascc.org の「私たちに

ついて」をご覧ください．
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海水準の物語は潮位計の測定値と矛盾する
Sea level narratives conflict with tide gauge measurements

Albert Parker
School of Engineering and Physical Science, James Cook University, 

Townsville QLD 4811, Australia.     albert.parker.2014@gmail.com

（ 柴　正博 [ 訳 ]） 

地球気候コーナー　GLOBAL CLIMATE CORNER

要旨：潮位計における海水準は加速度的な要素がなくても上昇と降下をしているが，劇的ではないが平均的には上

昇していて，National Academy of Science（NAS）のメンバーである国立アカデミー会議録 （PNAS）の論文の著者

は「2℃以上の温暖化による沿岸の海水準上昇」とのべ，PNAS の編集委員会は米国大統領選挙に対して 2040 年ま

でに米国の東海岸で海水準が 40cm，2100 年までに 2m 以上上昇する可能性があることを信じて欲しかった．私は

2040 年の海水準は東海岸に沿って平均して 8.36cm（最低 4.40cm，最大 14.83cm）上昇し，しかし西海岸では平均

で -3.08cm（最大上昇 11.50cm，最大落差 -43.98cm）降下する可能性が高く，2100 年までに測定値に基づいて予測

される海水準と物語に続く予測値の差がさらに広がると思われる．

キーワード： climate change, sea levels, sea level rise, sea level acceleration, cherry-picking　　

　　　（2016 年 12 月 2 日受付，2017 年 2 月 17 日受理）

いいとこ採りがなければニューリンの海水準上昇はゼロである
Without cherry picking, the sea level acceleration is zero in Newlyn

Albert Parker
School of Engineering and Physical Science, James Cook University, 

Townsville QLD 4811, Australia. albert.parker.2014@gmail.com

（ 柴　正博 [ 訳 ] ）  

要旨：短期間の観測による月平均の中央海水準（MSL）の線形近似が，数十年の振動のために遥かに遠い海水準の

上昇率を明らかに戻すことは非常によく知られている．Bradshaw，Woodworth，Hibbert，Bradley，Pugh, Fane & 

Bingley（2016 年）によって提案された Newlyn で測定された MSL の 1915 年から 2014 年および 1993 年から 2014

年の期間にわたる線形フィッティングによる誤解を招く絵が，「過去 1 世紀のニューリーン毎月の MSL の記録．完

全な記録および最近の 1993 〜 2014 年の MSL の平均変化率はそれぞれ 1.8 および 3.8 mm / 年であり，黒線で示さ

れている．」と述べている．しかし今一度みれば，ほぼ一定の傾向をもつ自然振動は，過去 40 年間にわたるニュー

リンでの増加率が上昇していないということを，海水準上昇の上昇率として間違って使用されている．

キーワード： climate change, sea levels, sea level rise, sea level acceleration, cherry-picking　　

　　　（2016 年 10 月 19 日受付，2017 年 2 月 17 日受理）

ベルリン－ダーレムの温度記録は任意の補正によってのみ温暖化を示す
The temperature record of Berlin-Dahlem shows a warming only by 

arbitrary correction

Albert Parker
School of Engineering and Physical Science, James Cook University, 

Townsville QLD 4811, Australia. albert.parker.2014@gmail.com

（ 柴　正博 [ 訳 ] ）  
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要旨：最も可能性の高い 20 世紀の温暖化傾向を計算するために世界歴史気候ネットワーク - 月間（GHCN-M）気温

データセット v2 および v3 に含まれる，ベルリン－ダーレムの気温の時系列を私は分析した．これは，都市のヒー

トアイランド効果が最小限に抑えられているこの場所の温暖化率は任意の補正なしに無視できることを示してい

る．また，GHCN v3 で導入されたベルリン－ダーレムを含む世界のほとんどの地域の過去の気温の補正は，真の科

学的根拠がないことも示している．

キーワード：  climate change, temperature profiles, Berlin-Dahlem　　

　　　（2016 年 12 月 29 日受付，2017 年 2 月 17 日受理）

海洋ホットスポット岩石に含まれる始生代ジルコン

Archaean zircons in Miocene oceanic hotspot rocks
 

（ 矢野 孝雄 [ 訳 ]）

ニュース　　NEWS

Lewis D. Ashwal, Michael Wiedenbeck, and Trond H. Torsvik, 2017. Archaean zircons in Miocene oceanic hotspot rocks 
establish ancient continental crust beneath Mauritius（中新世海洋ホットスポット岩石に含まれる始生代ジルコンがモー

リシャス諸島下に古期大陸性地殻の存在を確証する）. Nature Communications. DOI:10.1038/ncomms14086. Email: 
lewis.ashwal@wits.ac.za.

■　Open ファイルのため，次の URL から PDF ファイルを無料でダウンロードできます（訳者注）．
			   https://www.nature.com/articles/ncomms14086
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グローバルテクトニクスの新概念ニュースレター（現

在の NCGT ジャーナルの前身）は，1996 年 8 月に北

京で開催された第 30 回万国地質学会のシンポジウム 

"Alternative Theories to Plate Tectonics" の 後 で

おこなわれた討論にもとづいて生まれた．その名称は，

1989 年のワシントンにおける第 28 回万国地質学会に連

携してワシントンのスミソニアンスミソニアン研究所で

開催された，それ以前のシンポジウムにちなんでいる．

NCTG ニュースレターは，2013 年に NCGT ジャーナルに改

称された

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

目的は次のとおりである：

１. 組織的照準を，プレートテクトニクスの観点に即座

には適合しない創造的な考え方にあわせる．

２．そのような研究成果の転載および出版を行う．とく

に検閲と差別の行われている領域において．

３．既存の通信網では疎外されているそのような考え方

と研究成果に関する討論のためのフォーラム．それは，

地球の自転や惑星・銀河の影響，地球の発達に関する

主要学説，リニアメント，地震データの解釈，造構的・

生物的変遷の主要ステージ，などの視点から，たいへ

ん広い分野をカバーするべきものである．

４．シンポジウム，集会，および会議の組織．

５．検閲，差別および犠牲があった場合の広報と援助 .

NCG ジャーナルについて　　ABOUT THE NCGT Journal

財政的支援について　FINANCIAL SUPPORT

NCGT Newsletter は，すべての個人と組織が自由に入手

できる公開オンライン雑誌である．これは，この雑誌の

増えつづける発行費用を賄うために，私たちは読者から

の善意・無償の寄付と広告収入に頼らざるをえないこと

を意味している．私たちは読者の寛大な財政支援を歓迎

する．

ご希望に応じてごく少部数の印刷版が作成されている．

オーストラリアでは印刷費が高額であるため，個人用の

印刷には電子版をダウンロードされることをお薦めす

る．2014 年の印刷版購読費は，オーストラリアの購読

者で A$180，他国の購読者で US$200（含：航空便郵送費）

である．

自 由 構 成 の 広 告： 裏 表 紙 全 面 広 告 で US$400/ 号，

US$1500/ 年（４号分）．他の場所では，US$300/ 号，

US$1100/ 年（４号分）．半ページ広告は，全ページ費用

の 80%．詳細は editor@ncgt.org. へ．

■ 送金方法

もしあなたが PayPal 口座をお持ちであれば，下記口

座へ送金されたい（PayPal はクレジットカード Visa・

MasterCard で支払い可能）．この方法の利用を推奨する．

　http://www.paypal.com/cgi-bin/

  口座名 : New Concepts in Global Tectonics

　E-mail： ncgt@ozemail.com.au 

               (editor@ncgt.org ではない )

■ 銀行振替あるいは小切手でお支払いの場合は

　宛　名：New Concepts in Global Tectonics

　送先： 6 Mann Place, Higgins, ACT2615, Australia

■ 現金で銀行送金する際の銀行口座の詳細

　銀行名：Commonwealth Bank (Swift Code:CTBAAU25),

          Belconnen Mall ACT Branch(BSB 06 2913)

　口座番号：06 2913 10524718

　口座名義：New Concepts in Global Tectonics


